
 

 

 

物  質  名 ブロモホルム ＤＢ－27 
別  名 トリブロモメタン 
CAS 番号 75-25-2 
PRTR 番号 第 1 種 222 
化審法番号 2-40 

構 造 式 

 

分子式 CHBr3 分子量 252.73 
沸点 149.1℃ 1) 融点 8.0℃ 1) 
蒸気圧 5.4 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 10.3 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.40 3) 水溶性 3 g/L（30℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,072 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 933 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LCL0 45,000 mg/m3（4h）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、12、25、50、100、200 mg/kg/day を 13 週間（5 日/週）経口投与した結果、雄で

は 12 mg/kg/day 以上の群で肝細胞の空胞化の発生率に用量に依存した増加がみられ、50 
mg/kg/day 以上の群で有意差を認めた。また、雄の 100 mg/kg/day 以上の群及び雌の 200 
mg/kg/day 群で嗜眠がみられた 6) 。これらの結果から、NOAEL は 25 mg/kg/day（暴露状況で

補正：17.9 mg/kg/day）であった。 
・ラットに 0、100、200 mg/kg/day を 103 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、200 mg/kg/day

群の雄で生残率に有意な低下を認め、100 mg/kg/day 以上の群の雌雄で肝細胞の脂肪変性（空

胞化）の発生率に増加がみられ、雄ではほぼ全数に認められた。また、100 mg/kg/day 以上の

群の雄及び 200 mg/kg/day 群の雌で活動性慢性肝炎、200 mg/kg/day 群では雄で肝細胞壊死、

雌で肝臓の混合型細胞巣の発生率に増加を認めた。さらに、体重増加の抑制もみられ、200 
mg/kg/day 以上の群の雌雄で体重は対照群に比べて 10％以上も軽かった 6,7) 。これらの結果か

ら、LOAEL は 100 mg/kg/day であった。 
・マウスに 0、25、50、100、200、400 mg/kg/day を 13 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、

雄では 200 mg/kg/day 以上の群で肝細胞の空胞化、400 mg/kg/day 群で体重増加の抑制がみら

れた。雌では 100 mg/kg/day 群で 10 匹のうち 1 匹が死亡したが、これ以外の影響はみられな

かった 6) 。この結果から、NOAEL は 100 mg/kg/day であった。 
・マウスの雄に 0、50、100 mg/kg/day、雌に 0、100、200 mg/kg/day を 103 週間（5 日/週）強制

経口投与した結果、雄では影響がみられなかったが、雌では 100 mg/kg/day 以上の群で肝細胞

の脂肪変性、200 mg/kg/day 群で甲状腺濾胞細胞過形成の発生率に増加を認めた 6,7) 。この結

果から、LOAEL は 100 mg/kg/day であった。 
・ラットに本物質 2,500 mg/m3 を 10 日間吸入させた結果、中枢神経系への影響、腎臓及び肝臓

での異栄養性及び血管の変性がみられたが、50 mg/m3 を 2 ヶ月間吸入させた場合には影響は

みられなかった 8) 。 

・ラットに本物質 250 mg/m3 を 2 ヶ月間吸入させた結果、血液凝固能の低下、糖生成の減少及
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び糸球体濾過量の減少を伴う肝臓障害がみられた 9) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、50、100、200 mg/kg/day を強制経口投与した二世代試験の結果、親では 200 mg/kg/day
群で F0 雌及び F1 雄の体重増加の有意な抑制、F1 雌雄の肝臓相対重量の有意な増加及び腎臓相

対重量の有意な減少を認めたが、F0、F1 の平均胎仔数、生存胎児数等への影響はみられなか

った。仔では 200 mg/kg/day 群の F1 で 4 日生存率の有意な低下、離乳時の体重増加の有意な

抑制を認めた 10,11) 。これらの結果から、NOAEL は 100 mg/kg/day であった。 
・ ラットに 0、50、100、200 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、

母親での影響はみられなかったが、胎仔では胸骨、肋骨及び頭頂間骨等の骨格変異の発生率

に用量に依存した増加がみられた 12) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は、気道、眼、皮膚を刺激し、短期間及び長期間の暴露で中枢神経系、肝臓に影響を

与え、機能障害を与えることがある。吸入暴露により、急性症状として咳、めまい、頭痛、

運動障害、息苦しさ、記憶喪失、ショック、意識喪失、痙攣が生じる 13）。 
・高濃度の蒸気暴露により麻酔作用を示し、少量の吸入により流涙、流涎、顔面紅潮がみられ

る 14）。 
・本物質は 1900 年代初めに百日咳で苦しむ子供に鎮静薬として与えられていたが、過剰投与に

よる死亡例が報告されている。死亡例では、重篤な中枢神経系機能の低下によって意識喪失、

昏迷、反射の喪失の症状が現れ、呼吸不全となり死に至った。子供での致死量は正確には分

かっていないが約 5ｇと推定されており、その場合には 10～20 ㎏の子供で約 250～500 mg/kg
が致死量となる 15) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 16) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠ないため、IARC 評価では 3（ヒトに対す

る発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 17) TLV-TWA 0.5 ppm（5.2 
mg/m3） 

 

 日本産業衛生学会 18) 1 ppm（10.3 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 25 mg/kg/day（肝細胞

の空胞化）を採用し、暴露状況で補正して 17.9 mg/kg/day とし、試験期間が短いことから 10 で

除した 1.8 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 5.2 mg/m3 及び許容濃度 10.3 mg/m3 があるが、これら

はそれぞれ毒性作用の類似した臭化物及びクロロホルムの知見に基づいたものであるため、暫

定無毒性量等の設定はできなかった。 
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